
掘立柱建物は、穴を掘ってそこに建物の柱を立てて造られた

建物のことです。

食糧を蓄えておく倉庫や地域を支配するための役所の建物と

しても建てられました。

掘立柱建物ってどんな建物なの！？

　上
こうずけこくふ

野国府は、古くから元総社町にある総社神社の周辺に存在していたと考えられてきましたが、詳しい事はよ

く分かっていませんでした。元総社町周辺で発掘調査を30年近く続けた結果、上野国府の範囲は、元総社町全体

がすっぽり入るくらいの広さを持つことが分かり、その範囲の中で、一般の住居跡がたくさん見つかったほか、

神社と考えられる建物跡や、鉄製品を作った大きな工房跡なども発見されました。また、総社神社の周りでは、

元総社小学校の校庭で掘立柱建物が何棟も発見されたり、その東の牛池川では、国
こ く ふ

府の儀式で使われた人
ひとがた

形の呪

符や、「国
くにのくりや

厨」、「曹
ぞ う し

司」などの国府に関係した言葉が墨で書かれた土器が発見されています。国府の中心となる建物

「国
こくちょう

庁」はまだ見つかっていませんが、今後、発掘調査で見つかることを願っています。

　文化財保護課では平成23年度から元総社町内周辺で「上野国府（こうずけこく

ふ）」という奈良・平安時代の役所跡を探す発掘調査を行っています。この写真は今

年度に元総社小学校の校庭で発見された「掘立柱建物（ほったてばしらたてもの）」

とよばれる大きな建物の跡です。分かりやすいように柱に見立てた白い筒を立てて

その穴の位置を示しています。

　この他にも元総社地区では様々な場所で発掘調査を行っています。徐々に新しく

道路ができたり、家が建ったりと街づくりが進んでいます。そういった街づくりを

するうえで、遺跡が工事などで壊れてしまう前の文化財発掘調査は欠かせません。

今年度も新たな発見がありました。
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平成28年度の発掘調査成果
上野国府はどこに？  ～上野国府等範囲内容確認調査～

昭和の調査で見つかった建物昭和の調査で見つかった建物

掘立柱建物の想像図

見つかった人形など

新しく見つかった掘立柱建物跡

人形（ひとがた）
　木の板で作り、自分のけがれを川に流すおまじないに使われたもの。
曹司（ぞうし）
　国府で事務仕事を行ったところ。
国厨（くにのくりや）
　国府で働く役人の食事の準備を担当したところ。
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昭和の調査で見つかった建物跡昭和の調査で見つかった建物跡
新しく見つかった建物跡新しく見つかった建物跡

総社神社の森総社神社の森

元総社北小学校　　元総社中学校元総社北小学校　　元総社中学校



元総社

五代

川曲 朝倉

むかしの人達って
　どんなふうに暮らして
　　たのかなぁ!?

昔の人が作った土器
もたくさん見つかって
いるんだね。

平成28年度の発掘調査

　元総社地区は、奈良時代に国を治める役所である国府（今でいう県庁）が置かれ、
周辺の国分寺・国分尼寺とともに上野国の中心として栄えました。また、中世には県
内で最も古い城と考えられている蒼海城が築かれました。
　今年度は、前橋市が区画整理を行う（ここでは新しい道路を造る）前に発掘調査を
行いました。調査の結果、古代の竪穴住居や役所に関連する建物跡、蒼海城に関連す
る堀跡や土塁が見つかりました。

　古墳時代から奈良時代の住居跡が200軒近く
見つかりました。これらの多くの住居跡ではカ
マドの跡も見つかっています。カマドは今でい
えば食べ物を煮炊きするガスレンジにあたりま
す。この住居跡では、カマドの周りを覆ってい
た粘土が崩れ、据え付けていた甕（かめ）が落
ちた状態で見つかりました。

　蒼海城本丸の西側に御霊神社があります。こ
の神社の北側には、蒼海城の土塁【どるい】が
残っています。土塁は、この蒼海城のものと思
われます。土塁は攻め込んでくる敵を防ぐ為に
土を盛って造った防御用の壁です。土塁の上か
ら攻めてくる敵を弓や槍で攻撃しました。

　火事で焼け落ちてしまった平安時代の住居
から鉄製の馬具（轡【くつわ】：手綱を付ける
為に口にかませる道具）と、鉄鏃（【てつぞく】：
弓矢の先端部）が一緒に見つかりました。平
安時代の完全な形の轡が住居跡から見つかる
ことは大変珍しく県内でも数少ないことです。

　元総社蒼海遺跡群の中央部より古代
の溝跡が見つかりました。溝の上幅は
約２ｍ、下幅は約50㎝位で、断面は逆
台形状になっています。溝の掘られた
時期から上野国府に関連した施設の可
能性が考えられます。

　大型店舗の建設に伴い発掘調査を行いました。平
安時代（1108年）の浅間山の噴火で噴出した火山
灰に埋もれてしまった水田の跡が見つかりました。
白線の部分が水田の畦畔の跡です。今の水田と比べ
ると大きさや形が少し違いますが、昔も水田がきち
んと区分けされていました。

　大型店舗の建設に伴い発掘調査を行いました。
平安時代の住居跡の密度が高く見つかりました。
朝倉伊勢西№３遺跡のある朝倉小学校の西側地
域は、前橋台地を潤す灌漑の起点となる位置に
当たり、この住居に住んでいた人々は、この一
帯の水田開発を担っていたものと考えられてい
ます。

　五代南部工業団地の拡張に伴い発掘調査を行いま
した。縄文時代から中世にかけての遺構・遺物が見
つかり、この地において縄文時代から現在に至るま
で集落が営まれていることが分かりました。
　住居跡には柱を立てる為の穴が４箇所、住居の隅
には食べ物を蓄える為の貯蔵穴が掘られています。
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